
＜巻頭言＞　「共に生きるもうひとつの形」【ジュマ・ネット事務局長・下澤 嶽さん】
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ACEF
ニュースレター

認定NPO法人アジアキリスト教教育基金

2025年11月①

11月のACEFイベント

11月8日（土）20:00-21:00   ACEF Youth ミーティング

11月29日（土）14:00-16:00　ACEF秋のセミナー

11月30日（日）15:00-17:00   尊厳ファシリテーター養

成講座

ジュマ･ネットはバングラデシュ、チッタゴン丘陵地帯の紛争解決

と平和促進のために、関心のある有志や団体が集まり2002年3月に

設立されました。チッタゴン丘陵地帯の弱い立場に置かれた先住民

族の人々をはじめ、多民族の境界線で起こる紛争・対立解決を目指

す日本の非営利団体です。（https://donate.jummanet.org/）

＜活動報告＞

①バザーの報告

10月25日、東中野教会のバザーに参加させていただきました。また、11月3日には、南三鷹教会と代

田教会の両バザーに参加させていただき、南三鷹教会では、スタディツアーに参加したメンバーがツア

ー報告する機会をいただきました。今年の秋はベンガルティーが大人気で、1000セット以上もご注文

をいただきました。ありがとうございました！

東中野教会 代田教会 南三鷹教会

　大学を退職後、今年の4月からバングラデシュの技能実習生・特定技能労働者の送り出し機関で常駐で

仕事を始めた。

　これまで国際協力が自分の専門だったので、バングラデシュで「日本に行きたい」という人に会うと

「ごめんね、ビザのことよくわからないんだ」とはぐらかしていた。しかし、時代が変わり、日本は空

前の人手不足となった。2010年の入管法改正で、アジアの研修生が日本の隅々に流れ込んできた。2019

年には特定技能制度が開始され、バングラデシュも空前の出稼ぎブームとなっている。

　これまでの日本の国際協力は、その国をよくするために協力するが、外国人は国内にできるだけ入れ

ない政策と共存していた。しかし特定技能制度は、「途上国の人と国内の仕事を分け合う」制度だ。日

本人のひとりひとりが、何が共存なのかを考える時代、ある意味で草の根からの共存体験でもある。

　これらの制度の課題はまだ多い。しかし、自国を閉じた国際協力だけでなく、自国も開き両方の視点

から世界を考える時代になったのだと思う。



① 尊厳ファシリテーター養成講座　〜尊厳の継続的な学び　Part III〜
私たちの尊厳の学びは始まったばかりです。2024年11月に初めてファシリテーター養成講座を開催
し、各方面から尊厳の学びに関心のある人たちが集まって情報共有と意見交換の場を持ちました2025
年6月にはワークショップ実践者たちにその実践報告をしてもらいました。今回は、前半はドナ・ヒッ
クスの著書『尊厳のリーダーシップ』に見る「尊厳スキル」の学習、後半は皆さんから事前に集めた
質問に答える形で進めて行きたいと思っています。ワークショップを実践して疑問に思ったこと、ま
たはこれからやってみたいと思っている人の質問を受け付けます。お互いが刺激し合って、高め合っ
て、自分のできるところで尊厳意識の向上に努めたいと思っています。参加をお待ちしています。
（※本講座への参加は、これまでに尊厳ワークショップや尊厳カフェに参加したことがある方に限ら
せていただきます。）
　◾️　日時：2025年11月30日（日）15:00-17:00
　◾️　場所：桜美林大学新宿キャンパス本館5階 会議室 またはZOOM
　◾️　参加費：一般  1,000円、学生  500円
　◾️　以下、いずれかの方法でお申し込みください。
　　　メールアドレス dignity-wg@acef.or.jp
　　　電話番号 03-3208-1925・FAX  03-6278-9180
　　　申込フォーム https://forms.gle/PckQfaXseGbX5Ukj8　（11月26日〆）
　　　質問コーナー https://forms.gle/FML8uNxmqtr3Hf9x5　（11月26日〆）
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② 甲府YWCAユース会にてスタディツアー報告会が開催されました
10月5日、甲府YWCAユース会にて、夏のACEFスタディツアーの報告会が実施されました。同報告会で
は、大久保絹サブリーダーとツアーメンバーの森田七星さんが報告をしました。この日は、舩戸良隆先
生をはじめ、多くの方にお集まりくださり、報告者のお二人にはバングラデシュについて、そしてBDP
やACEFの活動について共有、手工芸品も紹介していただきました。皆さま、ありがとうございました！

＜今後の計画・予定＞

申し込みフォーム

質問コーナー
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山梨英和の3つのこども園のバザーでも、バングラ
デシュの手工芸品を紹介いただきました。当日は
スタディツアーに参加したメンバーも、サロワカ
ミューズを着て現場を盛り上げてくれました！ま
た、日本基督教団巨摩教会でも刺繍のカードや
BDPスクールに通う子どもたちのお母さんが作る
ゾウさんマスコットなどをご紹介いただきまし
た。皆さまありがとうございました。

カートメルこども園

日本基督教団巨摩教会



① 舩戸良隆先生〜語録〜　ご協力のお願い
前号でもお伝えしたとおり、長年にわたりアジアの人々とともに生きることを志し、愛に根ざした歩み
をもって、国内外での多くの働きを導いてくださった舩戸先生がご逝去されました。先生の温かな人柄
とたゆまぬ情熱は、今も多くの方々の心に深く刻まれております。舩戸先生とご縁のあった　　　　　
皆さま、またACEFスタディツアー等でご一緒された方々に舩戸先生との思い出やストーリー　　　　
をお寄せいただきたく、ぜひご協力お願い申し上げます。
【こちら→ https://forms.gle/1ALR2tJL8zGxpMKw5】
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③ 【12/1〜12】山梨英和大学 ACEFスタディツアー写真展開催のお知らせ
山梨英和大学にてバングラデシュスタディツアーの写真展が開催されます。本写真展は、山梨英和大学
の「学生チャレンジプロジェクト」という制度を活用し、「バングラデシュの子どもたちの教育を支え
ようプロジェクト」として、2025年夏のスタディツアーに参加したメンバーの森田七星さんがプロデュ
ースしています。スタディツアーで出会った、過酷な自然環境の中でも学校に通い、熱心に授業を受け
ている子どもたちや、BDPスタッフや地域の人に恩返しがしたいという想いから、自分の身の回りの人
にバングラデシュという国、子どもたちの置かれている環境について伝えたいと考え、ツアーサブリー
ダーの大久保絹さんとバングラデシュ出身の留学生とともに企画しました。ご関心のある方は、山梨英
和大学の森田さんにお問い合わせください。

（問い合わせ先：23n108@yamanashi-eiwa.ac.jp、担当：森田）

＜ACEF事務局からのお願い＞

② 大型サイクロンで被災したバングラデシュの小学校を再建したい！
夏のスタディツアーで訪問したネトロコナ県ベタティ村のジェレパラBDPスクールは、2024年の大型サイ
クロンでは校舎の屋根に穴があき、壁も大きく損傷してしまい、４つの教室のうち1つは浸水して使えな
くなっています。ジェレパラBDPスクール再建のため、スタディツアー参加者とACEF Youthがともにクラ
ウドファンディングを実施します。現在目標金額100万円の約18％を達成しています！
　◾️ キャンペーン実施期間：11月1日(土)〜1月31日(土)
　◾️ URL：https://shorturl.at/117UZ
　◾️ 内訳：

クラファンページ
◯ 材料費（ブリキ、レンガ、セメント、砂など）：70万円
◯ 労務費（工賃）：30万円
◯ 埋立費用・輸送費など：20万円　※差額の20万円は別途助成金より

（特活）アジアキリスト教教育基金 (ACEF)
〒169-0051 東京都新宿区西早稲田2-3-18 日本キリスト教会館26号室
tel 03-3208-1925 fax 03-6278-9180        https://acef.or.jp/
担当：出立　メールニュースについてのご意見や配信停止はpublic@acef.or.jpまで

ACEF公式SNSはココからフォロー
https://linktr.ee/acef.ngo
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② ACEF秋のセミナーのご案内
第一部のスタディツアー報告会では、9名のメンバーがバングラデシュを訪れて感じたことや学んだこ
と、最近のBDPスクールの様子や今後の課題などについてお話をします。尊厳プログラムでは、バング
ラデシュでの経験談などをもとにして、ACEFとBDPが行なっている事業を尊厳の視点から共に考える時
間を持ちます。本セミナーはどなたでもご参加いただけますので、ぜひお友達やご家族、また昔一緒に
スタディツアーに行った懐かしいお仲間と共にご参加ください。
　◾️　日時：2025年11月29日（土）14:00-16:00
　◾️　場所：友の家（池袋）〒171-0021 東京都豊島区西池袋2-20-11＆ZOOMオンライン
　◾️　申し込み：https://forms.gle/qtz3HtgQto2xKMrRA 申し込みフォーム

mailto:23n108@yamanashi-eiwa.ac.jp

